
高等学校・湘北短期大学連携プログラム 

―― 湘北 カレッジ・パス・プログラム（Shohoku College Path Program—SCoPP）―― 

 

湘北短期大学  ＩＣＴ教育センター 

Center  for  Information  and  Communicationｓ  Technology 
 

 

湘北短期大学ＩＣＴ教育センターは学内の情報機器・情報コンテンツの導入・管理・運用を行なっています。また、

情報社会を生きていく上で必要な情報教育を全学生向けに提供意しています。 

めまぐるしく変化していく情報社会に迅速に対応できるよう、常に最新の設備を用意しています。平成 21年度には

全学ネットワークシステムの高速化、サーバ環境の仮想化、メールシステムのクラウド化などを推進しました。また、

平成24年度にはPC環境を一新し、デスクトップの仮想化を実現し、教室運用の柔軟化と省電力化を実現しました。

さらに 8月には今まで講義、演習に使用していた情報演習室を、PCを使ったアクティブラーニングやグループワーク

が実施しやすい教室へとリニューアルします。現在学生が利用できるコンピュータの総台数は 550台以上になってい

ます。 

上記の環境は短期大学としては全国でもトップレベルにあります。もちろん全てのコンピュータがネットワークに接

続され、どの端末からでもメールやWEBの利用が可能です。 

 

 

ＩＣＴ教育センターは、平成２４年度、下記のプログラムを貴校に提供します。 

 

① OA演習室の開放 

最新の設備を高校生が演習に利用できるような環境を提供します。パソコン講座実施などの対応をいたしま

す。 

 

② 情報演習室・学内ネットワーク環境の構築に関する情報の提供 

貴校での演習室構築に関し、本学および他の教育機関での実例を交えながら、有益な情報を提供します。 

 

③ 情報セキュリティ・個人情報保護に関する情報の提供 

貴校での情報セキュリティ・個人情報保護管理に関し、本学および他の教育機関での実例を交えながら、有益

な情報を提供します。 

 

④ e ラーニングに関する情報の提供 

貴校での eラーニングの管理運用に関し、本学および他の教育機関での実例を交えながら、有益な情報を提供

します。 

 

以 上 
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湘北短期大学  グローバルコミュニケーションセンター 

Global Communication Center 
 

 

国際化した社会で活躍するためには、外国に関する知識、外国語によるコミュニケーション力、豊かな国際

感覚等の幅広い能力が必要です。湘北短期大学グローバルコミュニケーションセンターは、さまざまな国際

理解教育を企画・実践しています。  

 

 

グローバルコミュニケーションセンターは、平成２４年度、下記のプログラムを貴校に提供します。 

 

① 本学姉妹校 オーストラリア 国立ニューカッスル大学からの英語教員招致に伴う交流 

本学とは１９９２年に姉妹校提携を結び、毎年学術文献の交換、教職員・学生の相互交流を活発に行なってき

ました。２０００年より、国立ニューカッスル大学に所属する英語教員を前期に招聘し、学生の指導をしています。 

英語を母国語としない外国人に英語を教える有資格者です。貴校の要請により、この教員を派遣して交流を行

なうことができます。また、オーストラリア事情や教育制度、教育的な諸問題についての講演も可能です。 

 

② 本学姉妹校 オーストラリアの大学からの留学生との交流 

オーストラリア 国立ニューカッスル大学より、学生を後期に留学生として受け入れています。貴校の要請により、

この学生を派遣して同世代間の交流を行なうことが出来ます。 

 

③ 海外研修（海外への修学旅行）に関する情報の提供 

本学は過去２０年間にわたり、学生を短期海外研修に送り出しています。（延べの参加人数は８００名余）。効果

的な英語研修やホームステイ・事前・事後指導などのノウハウを提供できます。 

 

④ エクスチェンジプログラムへの貴校生徒の参加 

１９９０年度に開始したエクスチェンジプログラムが昨年２１回目を迎え、学生の国際理解教育に役立っています。

同世代の若者が何を考え生活しているのかを交流の中で体験することができます。 

本年は、１１月２２日～１２月９日の予定で、オーストラリアの国立ニューカッスル大学で学ぶ学生が来学し、学

生交流を中心とした交流を行ないます。詳細は別途ご連絡いたします。 

 

⑤ 第１５回英語スピーチコンテストへの参加 

高等学校生徒を対象にした「第 1５回英語スピーチコンテスト」＜１１月２４日（土）実施予定＞に参加できます。

要項は５月下旬より配布を開始しております。 

 

⑥ イングリッシュ・ラウンジへの参加 

ネイティブの英語教員と自由な雰囲気の中で英会話を楽しむラウンジを開設しています。前期・後期とも１２：３０

～１６：３０まで開放しています。参加を希望される場合はご連絡下さい。 本年度後期からは、ラウンジスペースが新

設されます。 

 

⑦ 英語教員対象「英語教授法」特別講座の実施 

姉妹校である、オーストラリア国立ニューカッスル大学の英語教員による、英語教授法特別講座（Methodology 

of Teaching Communicative English）を、１２月１日（土）午後に実施します。詳細は、別途お知らせします。 

以上 
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湘北短期大学  インターンシップセンター 

Center  for  Internship 

 

日本の企業におけるインターンシップ制度は、平成 9 年度の現文部科学省、経済産業省、厚生労働省の閣議決

定以降、大学院や４年生大学だけでなく、高等専門学校・短期大学でも次第に普及し、現在では高等学校、中学校、

小学校でもキャリア教育の一環として取り入れられるようになっています。 

湘北短期大学では、平成 4年度より一部の学科で導入し始めました。21年目を迎える現在、全学科で実施してお

り、保育学科を除く 3 学科では、多くの学生が様々な業種の企業で 1 週間から最長 5 週間までの就業体験をしてい

ます。「長期」「短期」2種類のインターンシップが実施され、今年度は 3学科合わせて延べ 208名の学生が受講しま

した。学生が、しっかりとした目標をもち、不安を克服して実習に臨めるようにするための事前学習、実習で学んだこ

とを生かして更にステップアップするための事後学習もますます充実してきています。 

 

 

インターンシップセンターは、平成２４年度、下記のプログラムを貴校に提供します。  

 

① インタ－ンシップ担当教員による講演 

本学の各担当教員が、各種インターンシップ（事務系、建築・リフォーム系、観光･サービス系、販売系、メディア

系等）の事例報告とその教育効果等について、講演します。 

 

② 貴校担当教員とインタ－ンシップ担当教員との意見交換会 

本学インタ－ンシップ教育の事例に関して、企業での実習のことのみならず、事前教育、事後教育等の話題も

含めて提供します。    

 

③ 貴校生徒とインタ－ンシップ参加学生との意見交換会 

貴校生徒と、各種インターンシップ（事務系、建築・リフォーム系、観光･サービス系、販売系、メディア系等）に参

加した本学学生との意見交換の機会を提供します。 

 

 

以上 
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